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市政を問う
議会からあなたへ

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

改選後初の定例会一般質問に
19人の議員が登壇しました!!



（２）２０１６　１９０号

市
政
を

問
う

第7回定例会で19人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

12/7～9
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

鹿
沼
市
立
北
小
学
校
木
造
校
舎
の

現
役
使
用
に
つ
い
て
伺
う
。

校
舎
を
残
し
て
い
く
た
め
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
小
学
校
校
舎
は
歴
史
的
な
価
値

は
も
ち
ろ
ん
、
木
の
ま
ち
鹿
沼
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
大
規
模
木
造
建
築
物
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
耐
震
補
強

の
検
討
以
外
に
、
校
舎
と
し
て
使
い

続
け
る
こ
と
、
現
状
の
形
を
で
き
る

だ
け
残
し
て
い
く
こ
と
、
児
童
が
過

ご
し
や
す
い
校
舎
で
あ
る
こ
と
の
３

つ
を
テ
ー
マ
に
外
観
、
内
装
、
先
々

の
維
持
補
修
を
見
据
え
た
長
期
的
な

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
小
学
校
ク
ラ
ス
の
大
規
模
木
造

校
舎
の
耐
震
補
強
は
、
全
国
で
も
事

例
が
な
く
、
一
般
的
な
耐
震
補
強
で

は
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
木
造
耐
震
補
強
の
第
一
人
者

で
あ
る
東
京
都
市
大
学
の
大
橋
好
光

教
授
を
特
別
顧
問
に
迎
え
、
建
築
士

な
ど
の
技
術
者
を
中
心
に　

名
で
構

１０

成
し
た
「
北
小
学
校
木
造
校
舎
耐
震

補
強
技
術
検
討
会
」
に
よ
り
、
技
術

的
な
検
討
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
３
回
の
検
討
会
を
開
催
し

て
お
り
、
防
火
区
画
を
含
め
た
既
存

不
適
格
の
問
題
、
断
熱
対
策
、
水
回

り
、
将
来
の
維
持
管
理
、
学
校
側
の

要
望
を
含
め
た
長
期
的
か
つ
幅
広
い

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

日
本
一
の
木
造
校
舎

日
本
一
の
木
造
校
舎
のの

今
後
に
つ
い
て
伺

今
後
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

▲鹿沼市立北小学校

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）



（３） ２０１６　１９０号

質　
　

問

　

今
後
の
花
木
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

対
す
る
考
え
を
伺
う
。

来
場
者
を
増
や
す
た
め
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
鹿
沼
市
花
木
セ
ン

２７

タ
ー
の
決
算
見
込
み
は
、
指
定
管
理

料
を
含
む
事
業
収
入
が
対
前
年
比　
１０.５

％
減
の
４
億　

万
円
、
事
業
費
用
が

５００

対
前
年
比　

％
減
の
４
億　

万
円
で

１０.０

３,３００

あ
り
、
事
業
収
益
は　

万
円
の
赤
字

２,８００

と
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成　

年
は
、

２８

徹
底
的
な
業
務
改
善
と
売
り
上
げ
増

加
策
を
実
施
し
、
人
件
費
の
大
幅
削

減
を
行
い
、
ま
ず
は
単
年
度
黒
字
化

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

売
り
上
げ
減
少
の
一
番
の
原
因
は
、

来
場
者
数
の
減
少
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
す
の
で
、
来
場
者
を
増
や
す
こ

と
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
に
優
し
い

施
設
の
配
置
と
す
る
た
め
、
現
在
あ

る
管
理
事
務
所
と
物
産
館
の
入
れ
替

え
を
す
ぐ
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

売
り
場
に
近
接
し
た
駐
車
場
の
増
設

や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
セ
リ
場
の
塗

装
と
展
示
場
の
増
設
に
よ
る
直
売
所

機
能
の
拡
充
、
温
室
へ
の
カ
フ
ェ
機

能
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
お
客
様
の
視

点
に
立
っ
た
施
設
の
運
営
を
心
が
け
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　武男 議員

花
木
セ
ン
タ
ー
の

諸
課
題
に
つ
い
て
伺
う

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

こ
ど
も
医
療
費
の
中
学
３
年

こ
ど
も
医
療
費
の
中
学
３
年
生生

終
了
ま
で
の
窓
口
無
料
化
の

終
了
ま
で
の
窓
口
無
料
化
の
拡拡

大
に
つ
い
て
伺

大
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　

平
成　

年
度
か
ら
の
こ
ど
も
医
療

２８

費
助
成
制
度
の
現
物
給
付
拡
大
の
目

的
、
詳
細
に
つい
て
伺
う
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　

現
物
給
付
は
、
医
療
機
関
窓
口
に

お
い
て
、
保
険
診
療
分
自
己
負
担
の

支
払
い
が
な
い
た
め
、
保
護
者
の
医

療
費
負
担
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
急

病
の
場
合
で
も
手
持
ち
の
現
金
を
気

に
せ
ず
病
院
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

子
供
の
病
気
の
早
期
発
見
と
治
療
を

促
進
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助
成
申

請
を
行
う
手
間
も
な
く
な
り
、
忙
し

い
子
育
て
世
代
へ
の
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
に
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
し
て
お
り
、
小
中
学
生
は
医

療
費
を
一
た
ん
支
払
っ
た
後
、
市
に

申
請
す
る
償
還
払
い
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら
中
学
３

２８

年
生
ま
で
現
物
給
付
を
拡
大
し
ま
す
。

未
就
学
児　

人
、
小
中
学
生　

人
合

４,９８８

７,４１４

計
１
万　

人
が
対
象
と
な
り
、
拡
大

２,４０２

後
は
約
１
億　

万
円
の
財
政
負
担
額

１,１００

増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
物
給
付
拡
大
の
対
象
地
域
は
栃

木
県
内
の
医
療
機
関
等
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

▲鹿沼市花木センター



（４）２０１６　１９０号

質　
　

問

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
モ
デ
ル

校
（
南
押
原
小
、
西
大
芦
小
、
上
南

摩
小
、
板
荷
小
）
の
位
置
づ
け
、
活

用
状
況
を
伺
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
有

効
性
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
モ

デ
ル
校
４
校
に　

台
配
置
し
て
い
ま

９０

す
。
こ
の
４
校
は
、
今
後
の
小
中
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
が
情
報
教
育
を
推
進
し

て
い
く
う
え
で
、
ど
の
程
度
有
効
な

の
か
を
検
証
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
校

と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で
す
。
現

在
は
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
修
学
旅
行
や
遠
足
な
ど
の
事
前

学
習
の
ほ
か
、
社
会
科
・
理
科
・
総

合
学
習
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、
持
ち

運
び
が
可
能
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ

ウ
ス
が
な
く
て
も
操
作
が
で
き
る
こ

と
な
ど
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
の
パ
ソ

コ
ン
に
は
な
い
独
自
の
利
点
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
が
配
置
さ
れ
て
い
る
学
校
か
ら
は
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
練
習
や
作
成
し

た
成
果
物
の
印
刷
が
で
き
な
い
な
ど

の
報
告
も
あ
る
た
め
、
今
後
有
用
性

も
検
証
し
な
が
ら
、
機
種
に
よ
り
児

童
間
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
早
急

に
周
辺
機
器
な
ど
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

平
成　

年
度
か
ら
の
市
内
小
中
学

２８

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
計
画
、
ま
た

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
導
入
に
つ
い
て

詳
細
を
伺
う
。

短
期
間
で
の
全
校
導
入
を

図
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
リ
ー
ス
方
式
に
よ
り

計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

く
予
定
で
す
。
今
後
の
計
画
と
し
て

は
、
近
年
の
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
な

ど
の
健
康
被
害
や
学
習
に
対
す
る
集

中
力
低
下
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
た
め
、
学
習
環
境
向
上
の
観
点
よ

り
受
験
生
の
い
る
中
学
校
か
ら
整
備

を
行
い
、
そ
の
後
順
次
小
学
校
へ
の

整
備
を
進
め
、
短
期
間
で
の
全
校
導

入
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

電
気
方
式
の
室
外
機
個
別
型
で
、

関
連
す
る
工
事
を
リ
ー
ス
に
含
め
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
含
め
た
リ
ー
ス
期
間　

年
、　

年

１０

１０

経
過
後
は
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
た
発
注
を
行
う
予
定
で
す
。

　

金
額
は
、
学
校
の
規
模
、
電
気
配

線
及
び
設
置
工
事
や
受
変
電
設
備
の

増
設
工
事
費
等
が
あ
り
、
一
律
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
普
通
教
室
で
導
入

し
た
場
合
、
１
教
室
の
リ
ー
ス
料
は

平
均
で
年
間　

万
円
程
度
、
そ
こ
に

２５

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
加
算
し
た
額

に
な
る
と
試
算
を
し
て
い
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲モデル校に配置しているものと同型のタブレット

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲エアコン設置工事（板荷中学校）



（５） ２０１６　１９０号

「定住自立圏構想」とは

今後、地方圏においては、大幅な人
口減少と急速な少子化・高齢化が
見込まれています。 このような状況を
踏まえ、地方圏において、安心して暮
らせる地域を各地に形成し、地方圏
から三大都市圏への人口流出を食
い止めるとともに、三大都市圏の住
民にもそれぞれのライフステージやラ
イフスタイルに応じた居住の選択肢
を提供し、地方圏への人の流れを創
出することが求められています。 

定住自立圏構想は、このような問題
意識の下で、市町村の主体的取組と
して、「中心市」の都市機能と「周辺
市町村」の農林水産業、自然環境、
歴史、文化など、それぞれの魅力を活
用して、NPOや企業といった民間の
担い手を含め、相互に役割分担し、
連携・協力することにより、地域住民
のいのちと暮らしを守るため圏域全体
で必要な生活機能を確保し、地方圏
への人口定住を促進する政策です。

質　
　

問

　

市
道　

号
線
の
整
備
の
検
討
内
容
、

９０６６

進
捗
状
況
を
伺
う
。

自
治
会
や
土
地
改
良
区
と
の

現
地
状
況
調
査
を
進
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
路
線
は
、
平
成　

年
度
の
南
押

２５

原
地
区
車
座
集
会
に
お
い
て
拡
幅
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
代

４０

に
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
道
路
で
、
一
部
に
道
路
と
並
行
し

て
南
押
原
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る

農
業
用
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

車
座
集
会
で
の
要
望
を
受
け
、
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
国
道　
２９３

号
と
の
接
道
部
分
が
東
北
縦
貫
自
動

車
道
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
近
接
し
、
見

通
し
が
悪
い
状
況
な
ど
か
ら
、
安
全

性
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
道
路
改
良
事
業
で
整
備
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

代
替
案
と
し
て
、
本
路
線
内
に
部

分
的
に
待
避
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。整

備
に
は
隣
接
関
係
者
か
ら
の
用
地
等

の
協
力
や
水
路
管
理
者
で
あ
る
南
押

原
土
地
改
良
区
と
農
業
用
水
路
を
改

修
す
る
な
ど
の
協
議
も
必
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
地
元
自
治
会

や
土
地
改
良
区
と
の
現
地
の
状
況
調

査
を
進
め
な
が
ら
、
用
地
の
問
題
や

対
応
が
可
能
な
箇
所
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋 本　正男 議員

南
押
原
地
区
の
市
道
の
整
備

南
押
原
地
区
の
市
道
の
整
備
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

人
口
流
出
を
食
い
止
め
、
人
の
流

れ
を
創
出
す
る
た
め
に
「
定
住
自
立

圏
構
想
」
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
市
の
所
見
を
伺
う
。

柔
軟
で
多
様
な
広
域
連
携

を
進
め
ま
す
。

　

栃
木
県
内
で
は
、
大
田
原
市
、
那

須
塩
原
市
、
佐
野
市
、
栃
木
市
、
小

山
市
が
中
心
市
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
国
か
ら
様
々
な
財
政
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
本
市
は
中
心
市
と
な
る
要

件
の
一
つ
で
あ
る
「
昼
夜
間
人
口
比

率
１
以
上
」
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
市
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
栃
木
県

中
央
都
市
圏
首
長
懇
談
会
に
参
加
し
、

そ
の
中
で
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
相
互
利
用

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
単
独
自
治
体

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
財
政
的
に
も

限
界
が
あ
り
、
広
域
連
携
事
業
の
必

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

既
に
実
施
し
て
い
る
各
種
連
携
事

業
を
再
評
価
し
、
近
接
市
や
友
好
都

市
な
ど
、
国
の
施
策
や
こ
れ
ま
で
の

パ
タ
ー
ン
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
市
民

全
体
の
連
携
を
含
め
た
柔
軟
で
多
様

な
広
域
連
携
を
進
め
、
鹿
沼
市
の
住

み
よ
さ
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交

流
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯 澤　英之 議員

新
し
い
取
組
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲市道９０６６号線

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）



（６）２０１６　１９０号

質　
　

問

　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

給
排
水
設
備
の
更
新
に
あ
わ

せ
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
切
り

替
え
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

校
舎
内
及
び
屋
内
運
動
場
の
室
内

ト
イ
レ
で
洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
、

小
学
校
で　

％
、
中
学
校
で　

％
、

３９.６

５８.６

全
体
で
は　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４５.５

こ
れ
ま
で
改
築
工
事
や
小
中
学
校
で

毎
年
３
校
程
度
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の

工
事
を
実
施
し
、
和
式
か
ら
洋
式
へ

の
切
り
替
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
児
童
生
徒
の
洋
式
ト
イ
レ
利

用
率
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
行
う
給
排
水

設
備
の
更
新
に
あ
わ
せ
、
和
式
か
ら

洋
式
へ
の
部
分
的
な
切
り
替
え
だ
け

で
な
く
、
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
全
体
を
更

新
し
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
切
り
替
え

を
加
速
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

た
だ
し
、
改
築
工
事
や
耐
震
補
強

及
び
防
災
機
能
強
化
工
事
な
ど
を
除

い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
が
不
採
択

と
な
っ
た
た
め
、
本
市
で
も
今
年
度

計
画
し
て
い
た
北
中
学
校
給
排
水
管

外
改
修
工
事
が
延
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
栃
木
県
内
各
市
と
歩

調
を
あ
わ
せ
、
国
に
要
望
を
出
し
な

が
ら
、
予
算
確
保
に
努
め
、
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

島島島島島島島島島島島 田　一衛 議員

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
及
び
、

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

庁
舎
建
設
に
大
き
く
か
か
わ
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

目
的
、
考
え
方
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

年
度
内
に
計
画
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
削
減
、

施
設
管
理
や
利
用
に
関
す
る
デ
ー
タ

の
一
元
化
等
を
目
的
と
し
て
、
計
画

期
間
は
お
お
む
ね　

年
間
と
し
て
実

２０

施
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
各
施
設
を
現
状
の
数
や
規

模
で
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で

あ
り
、
施
設
の
統
廃
合
や
維
持
管
理

費
の
削
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、

全
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
機
能

集
約
等
を
含
め
た
効
果
的
配
置
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
と
ほ
か
の
施
設
と
の
機
能

分
担
等
に
つ
い
て
も
、
本
計
画
の
整

理
を
も
と
に
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成　

年
か

２６

ら
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し

て
検
討
を
始
め
、
平
成　

年
度
は
維

２６

持
管
理
費
等
を
含
む
現
状
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
現
在
、
施
設
を
目
的

別
に
分
類
、
評
価
し
て
、
今
後
の
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
す
。

年
度
内
に
は
計
画
案
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市市 田　　登 議員

市
庁
舎
建
設
問
題
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲和式から洋式への切り替えを進めています。

閣閣

「公共施設等総合管理計画」策定の背景

平成２４年１２月の中央自動車道笹子
トンネル天井板落下事故の発生を
契機に、高度経済成長期後期以降
に建設された多くの公共施設が一
斉に建替え・更新の時期を迎え、
インフラの老朽化が急速に進展し
ていることが表面化しました。こ
うした状況を踏まえ、国は平成２５
年１１月に「インフラ長寿命化基本
計画」を策定し、国を挙げて計画
的にインフラの維持管理・更新を

行うための方針と体制を整備しま
した。それを受けて、総務省は平
成２６年４月に指針を示し、全国の
自治体に対して、自ら保有する公
共施設等について、「公共施設等
総合管理計画」を策定することを
要請しました。



（７） ２０１６　１９０号

▲秋祭り翌日の一斉清掃（きれいなまちづくり推進員）

質　
　

問

　

ご
み
減
量
の
啓
発
活
動
の
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

多
様
な
啓
発
、
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
５
次
鹿
沼
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
平
成　
２８

年
度
に
は
、
平
成　

年
度
の
基
準
年

２２

次
か
ら
燃
や
す
ご
み
を
５
％
削
減
す

る
こ
と
を
数
値
目
標
と
し
、
達
成
す

る
た
め
に
多
様
な
啓
発
や
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
標
達
成
の
た

め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
家
庭
や
事

業
所
に
お
け
る
５
種　

分
別
の
徹
底

１４

や
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
３
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
９
月
・

　

月
の
ご
み
焼
却
炉
の
完
全
停
止
期

１０間
中
は
、
前
年
比
で　

％
の
減
量
を

１３.６

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
一
人
一
人
が
ご
み
減
量
の
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
ず
ご

み
減
量
は
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
員
は
、「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
に
定
め
る
環
境
美
化
の
促

進
等
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を

兼
ね
て
お
り
、
自
治
会
内
で
の
ご
み

分
別
や
減
量
の
た
め
の
推
進
役
で
あ

る
た
め
、
連
携
し
て
ご
み
減
量
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石石石石石石石石石石石 川さやか 議員

環
境
問
題
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

平
成　

年
度
よ
り
文
部
科
学
省
が

２４

学
校
図
書
館
司
書
の
財
源
を
確
保
し

た
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
が
示
し
た
学
校
図
書
館
担
当
職

員
に
対
す
る
地
方
財
政
措
置
は
、
地

方
交
付
税
で
す
。
地
方
交
付
税
は
、

地
方
行
政
の
計
画
的
な
運
営
を
保
障

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
使
途
の
限

定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
で
、
必
要
経

費
に
対
し
て
一
定
の
補
助
率
で
交
付

す
る
補
助
金
と
は
性
質
が
異
な
る
も

の
で
す
。
学
校
図
書
館
支
援
員　

名
１０

に
係
る
予
算
額
は
、
平
成　

年
度
に

２７

お
い
て
は　

万　

円
で
あ
り
、
普
通

９５５

４,０００

交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
学
校

図
書
館
担
当
職
員
に
係
る
費
用
と
し

て
算
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
「
学
校
図
書
館
法
の
一

２７

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
点
は
、
司
書
教
諭
、

専
ら
学
校
図
書
館
の
職
務
に
従
事
す

る
職
員
の
学
校
司
書
へ
の
位
置
づ
け

及
び
配
置
に
関
す
る
努
力
義
務
で
す
。

附
則
で
は
、
国
が
資
格
や
養
成
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
段
階
で
は
詳
細
が
不
明

な
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
学

校
図
書
館
支
援
員
の
学
校
司
書
へ
の

位
置
づ
け
や
勤
務
体
系
の
見
直
し
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

加加加加加加加加加加加 藤美智子 議員

学
校
教
育
（
義
務
教
育
）
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
長
）

答　
　

弁
（
環
境
部
長
）

「司書教諭、学校司書とは」

学校図書館法では、学校図書館の
専門的職務を担う教員として、
「司書教諭」を学校に置くことと
しています。（１２学級以上の学校
には、必ず司書教諭を置かなけれ
ばなりません。）
司書教諭は、教諭として採用され
た者が学校内の役割としてその職
務を担当し、学校図書館資料の選
択・収集・提供や子どもの読書活
動に対する指導、学校図書館の利

用指導計画を立案し、実施の中心
となるなど、学校図書館の運営・
活用について中心的な役割を担い
ます。なお、教員としてではなく、
事務職員として採用された者が学
校図書館に勤務する場合は「学校
司書」と呼ばれます。



（８）２０１６　１９０号

▲プレミアム商品券の販売

質　
　

問

　

高
齢
者
が
予
防
接
種
を
受
け
や
す

く
し
、
高
齢
者
に
優
し
い
制
度
を
求

め
る
が
ど
う
か
。

予
防
接
種
事
業
の
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
助

成
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
を
対
象
に
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
額
は　

円
で
、

２,１８０

自
己
負
担
額
は
お
お
よ
そ　

円
か
ら

２,０００

　

円
程
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

２,５００す
。
ま
た　

歳
以
上
の
生
活
保
護
受

６５

給
者
の
方
に
は　

円
を
助
成
し
て
お

４,６６０

り
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
生
後
６
カ
月
か
ら
小
学
校

就
学
前
の
乳
幼
児
に
対
し
て
も
実
施

し
、
高
齢
者
と
同
額
の　

円
の
助
成

２,１８０

を
行
っ
て
お
り
、
乳
幼
児
を
対
象
に

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
額
は
栃
木
県
内　

市
の
中
で
も

１４

手
厚
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
多
く
の
人
が
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
感
染
症
の
蔓
延
を
防

止
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

重
症
化
し
や
す
い
乳
幼
児
と
高
齢
者

に
均
等
に
助
成
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
接
種
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

予
防
接
種
事
業
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
助
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿 部　秀実 議員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

高
齢
者
負
担
額
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

販
売
の
時
間
帯
、
販
売
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

購
入
者
が
予
想
を
上
回
り
道

路
渋
滞
等
が
生
じ
ま
し
た
。

　
「
か
ぬ
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ニ
コ
ニ

コ
商
品
券
」
の
販
売
は
、
鹿
沼
商
工

会
議
所
が
主
体
の
事
業
で
、
市
は
消

費
喚
起
と
市
内
商
店
の
活
性
化
の
た

め
に
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
の
第
１
弾
の
販
売
は
、

朝
９
時
に
開
始
し
ま
し
た
が
、
予
想

を
上
回
る
購
入
者
で
、
道
路
の
渋
滞

や
駐
車
違
反
が
生
じ
、
多
く
の
市
民

か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
第

２
弾
の
販
売
に
向
け
市
で
は
、
鹿
沼

商
工
会
議
所
に
販
売
場
所
の
変
更
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
困
難
と
の
こ
と

で
前
回
同
様
鹿
沼
商
工
会
議
所
で
の

販
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

渋
滞
等
の
解
消
と
し
て
、
近
隣
の

商
業
施
設
の
駐
車
場
が
開
店
前
で
あ

れ
ば
借
用
で
き
る
た
め
、
朝
７
時
か

ら
の
販
売
開
始
に
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
第
一
弾
の
販
売
結
果
を
受
け
、

市
と
し
て
も
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

事
前
の
申
し
込
み
制
や
抽
選
で
の
実

施
等
を
鹿
沼
商
工
会
議
所
に
提
案
し

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
鹿
沼
商
工
会

議
所
が
先
着
順
と
決
定
し
販
売
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　　毅 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

鹿沼市の高齢者インフルエンザ予防接種（平成２７年度）

⑴　接種日に満６５歳以上の人

対 象 者 ⑵　接種日に満６０歳以上６５歳未満で、身体障害者手帳１級
該当程度で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害がある人

平成２７年１０月１日〜平成２８年２月２９日助 成 期 間

２,１８０円（１人当たり、助成期間内１回）　
※接種費用から一部助成額を差し引いた残額は自己負担に
なります。
対象者⑴⑵に該当する人で、生活保護を受けている人は全
額助成します。

一部助成額



（９） ２０１６　１９０号

質　
　

問

　

地
域
振
興
や
機
能
維
持
の
為
の
地

域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
住
民
参
加
の
も

と
旧
村
単
位
で
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

次
期
総
合
計
画
の
中
で
位

置
付
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
平
成　

年
度
か
ら
地
区

１４

ご
と
に
住
民
参
加
に
よ
る
活
性
化
行

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
資
源
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
を
位
置

づ
け
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

　

年
か
ら
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

２４推
進
事
業
を
設
け
、
地
区
の
ア
イ

デ
ィ
ア
会
議
等
を
主
体
と
し
て
、
各

地
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

活
動
の
取
り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
自
ら
の
力
で
地
域

活
性
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
を
選
択

し
て
推
進
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
体
の
計
画
を
策
定
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
地
域
分
権
型
予
算
の
導
入
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
や
生
活
環
境
整
備
等
を

含
む
、
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
次
期
総
合
計
画
の
中
で
地
区
の

単
位
を
超
え
、
地
理
的
条
件
等
で
区

分
し
た
ゾ
ー
ン
ご
と
の
方
針
や
施
策

を
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

西
北
部
地
域
の

地
域
振
興
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

災
害
時
の
本
部
長
の
意
思
決
定
、

職
員
応
急
対
応
手
順
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

「
鹿
沼
市
地
域
防
災
計
画
」

に
よ
り
早
い
段
階
で
指
示

を
発
令
し
ま
し
た
。

　

関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
「
鹿
沼
市

地
域
防
災
計
画
」
に
定
め
る
避
難
勧

告
等
の
判
断
基
準
に
従
い
、
市
、
気

象
台
、
河
川
管
理
者
等
の
連
携
、
特

に
消
防
団
や
消
防
本
部
の
現
地
パ
ト

ロ
ー
ル
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

早
い
段
階
で
、
例
え
ば
黒
川
の
場
合
、

気
象
庁
か
ら
の
氾
濫
警
戒
情
報
発
令

前
に
本
部
長
で
あ
る
私
の
判
断
に
よ

り
、
避
難
勧
告
ま
た
は
指
示
を
発
令

し
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
発
信
の
手

段
と
し
て
、
初
め
て
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
使
用
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
鹿
沼
市
地
域
防
災
計
画
」
で
は
、

災
害
に
対
す
る
予
防
か
ら
応
急
対
策

及
び
復
旧
・
復
興
対
策
に
至
る
一
連

の
防
災
活
動
を
適
切
に
行
い
、
市
民

等
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
を
定
め
る
と
と
も
に
、
職

員
が
所
属
す
る
班
ご
と
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
毎
年
度
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
今
回

の
大
き
な
災
害
対
応
を
踏
ま
え
た
大

幅
な
改
定
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

鹿
沼
市
地
域
防
災
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）

▲鹿沼市地域防災計画▲東大芦ふれあいフェスタ



（１０）２０１６　１９０号

質　
　

問

　

南
摩
ダ
ム
に
つ
い
て
検
討
結
果
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

地
域
住
民
や
市
へ
の
影
響
を

よ
く
見
極
め
、
対
処
し
ま
す
。

　

平
成　

年
２
月
に
国
土
交
通
省
関

２３

東
地
方
整
備
局
及
び
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
か
ら
利
水
代
替
案
の
検

討
を
要
請
さ
れ
た
た
め
、
調
査
中
で

あ
っ
た
地
下
水
が
代
替
案
と
な
り
得

る
か
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
市
内
４
地
点
で
、
新

た
に
取
水
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
結

論
を
得
ま
し
た
が
、
参
画
水
量
で
あ

る
毎
秒　

ト
ン
に
達
し
て
お
ら
ず
、

０.２

ま
た
上
水
道
の
水
源
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
元
の
同
意
ま
で
至
っ
て

い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
利
水
代
替
案

と
は
な
ら
ず
、
そ
の
旨
を
検
証
主
体

に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　

南
摩
ダ
ム
は
、
現
在
検
証
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
事
業
の
継
続
、

中
止
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
国
が
判

断
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

検
証
作
業
が
進
む
中
で
、
国
か
ら
示

さ
れ
る
検
証
の
報
告
書
素
案
に
対
し
、

市
長
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
が

あ
る
予
定
で
す
。
検
証
結
果
が
継
続

か
中
止
に
な
る
か
、
い
ず
れ
で
あ
ろ

う
と
地
域
住
民
や
市
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
を
よ
く
見
極
め
、

不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
意

見
を
述
べ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

取
組
み
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
に
「
新
産
業
団
地

２７

整
備
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
て
検
討

を
進
め
、　

月
よ
り
調
査
業
務
を
開

１１

始
し
ま
し
た
。
調
査
内
容
は
、
鹿
沼

市
の
産
業
特
性
と
課
題
、
産
業
適
地

の
条
件
、
新
た
な
産
業
用
地
の
可
能

性
、
開
発
可
能
地
区
の
考
え
方
、
事

業
規
模
に
よ
る
採
算
性
等
に
つ
い
て

で
す
。
こ
の
調
査
結
果
と
庁
内
検
討

会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
２８

３
月
を
め
ど
に
具
体
的
な
新
産
業
団

地
の
基
本
計
画
（
案
）
を
作
成
し
、

そ
の
後
地
元
へ
の
説
明
会
等
の
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
着
工
や
完
成
の
時
期
は
、
土
地

利
用
や
関
係
法
令
の
手
続
、
関
係
機

関
と
の
調
整
が
必
要
で
、
事
業
規
模

も
確
定
し
て
い
な
い
等
、
現
時
点
で

は
不
確
定
要
素
が
多
い
状
況
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

新
産
業
団
地
の
創
出
は
、
将
来
の

鹿
沼
市
に
と
っ
て
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
創
出
や
税
収
の
確
保
等
の
面
で

非
常
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、

次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
も
最
重
点

事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

く
考
え
で
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

新
産
業
用
地
創
出
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）



（１１） ２０１６　１９０号

質　
　

問

　

事
業
推
進
の
視
点
、
数
値
目
標
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

を
応
援
し
ま
す
。

　

戦
略
に
は
就
業
支
援
や
起
業
・
創

業
支
援
、
子
育
て
支
援
や
婚
活
支
援

等
、
若
い
人
た
ち
を
支
援
す
る
事
業

を
位
置
づ
け
、
特
に
夢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
愛
を
育
む
教

育
や
青
少
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
促
進
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
鹿
沼
に

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要

な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

定
住
に
関
す
る
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で　

年
２０３０

度
ま
で
に
社
会
増
減
、
つ
ま
り
転

入
・
転
出
を
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
数
値
目
標
は
、
計
画
の
最
終

年
、
平
成　

年
度
末
に
お
け
る
達
成

３１

度
を
測
る
基
準
と
し
て
示
し
た
も
の

で
、
重
要
業
績
評
価
指
標
は
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
、
市
民
や
関
係
団
体
の

意
向
等
を
踏
ま
え
て
設
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
全
市
を
あ
げ
て
「
鹿
沼
の

チ
カ
ラ
を
高
め
、
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
で
き
る
ま
ち
」、「
全
国
と
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
る
ま
ち
」、「
豊
か
な
こ

こ
ろ
を
育
て
、
生
涯
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
戦
略
の
推

進
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

増増増増増増増増増増増 渕　靖弘 議員

鹿
沼
市
総
合
戦
略
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

図
書
館
の
更
な
る
改
善
（
年
中
無

休
化
、
夜
９
時
ま
で
の
開
館
延
長
、

座
席
増
設
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
拡
大
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
用
規
制
緩
和
）
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

学
習
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
を
考
え
ま
す
と
現
状

で
も
市
民
の
利
便
性
を
可
能
な
範
囲

で
満
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

図
書
館
の
年
中
無
休
化
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
栃
木
県
内
で

午
後
９
時
ま
で
開
館
し
て
い
る
図
書

館
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度
に

２３

開
館
時
間
延
長
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
夜
９
時

以
降
ま
で
の
延
長
を
希
望
し
た
利
用

者
は
全
体
の
６
％
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
今
後
も
夜
９
時
ま
で
の
開
館
時

間
の
延
長
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

座
席
数
の
増
加
や
学
習
ス
ペ
ー
ス

の
拡
大
は
、
本
館
・
東
分
館
と
も
所

蔵
本
の
増
加
に
よ
り
、
新
し
く
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
本
館
に
お
い
て
は
、
利
用
者
数

が
多
く
な
る
土
・
日
・
祝
日
は
２
階

の
学
習
席
を
開
放
し
、
学
生
等
が
集

中
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
学
習
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

本
館
の
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
リ
ニュ
ー

ア
ル
を
行
い
、　

の
整
備
を
検
討
し

Wi-Fi

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

市
民
の
利
便
性
に
貢
献
す
る

市
役
所
改
革
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）

▲図書館（本館）視聴覚コーナー

「鹿沼市総合戦略」とは

国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえ、平成２７年度〜３１年度の５年
度における本市の特徴を生かした地方創生の取組や、人口減少対策等の方針
をまとめる「ひと・まち・しごと創生　鹿沼市総合戦略」を策定しました。その
中に、平成７２年（２０６０年）までの「人口ビジョン」を盛り込みました。
【基本目標】
（１）３つの目標
　　　Ⅰ鹿沼のチカラを高め、夢にチャレンジができるまち
　　　Ⅱ全国と世界から注目されるまち
　　　Ⅲ豊かなこころを育て、生涯安心して暮らせるまち
（２）４つの施策の柱
　　　[１]産業の振興と安定した雇用の創出
　　　[２]地域資源を活用した交流と移住・定住の促進
　　　[３]結婚・出産と子育て支援・教育の充実
　　　[４]みんなで支え合う地域コミュニティづくり
※詳細、策定経過等は市ホームページをご覧下さい。
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認定１０件、市長提出議案２２件、議員提出議案５件が提出されました。
議員数２４名、表決参加議員数２３名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

全 議 員 が 賛 成

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

決　

算

認定２～１１　平成２６年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算
の認定など決算の認定１０件

　平成２６年度一般会計予算は、当初以来６次にわたる補正を
行った結果、予算総額は４２,９４０,６１６,５３９円となり、決算額は、歳入
４１,７９７,００１,５９３円、歳出４０,４３０,１７９,８３２円で、実質収支１,１５４,５６４,７７５
円の黒字決算となりました。なお、歳入歳出差引額と、実質収支
の差額は継続費及び繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき
財源２１２,２５６,９８６円です。また、各特別会計とも実質収支におい
て黒字決算となりました。

平

成　

年

度

補

正

予

算

２７

議案９４　平成２７年度鹿沼市一般会計補正予算（第４号）
　歳入については分担金及び負担金、国県支出金、繰越金、市
債等の増減額を計上し、歳出については施設型給付・地域型保
育給付等事業費、農作物活性化推進事業費、農業施設災害復旧
事業費、道路橋りょう災害復旧事業費、河川災害復旧事業費等
の増減額を計上したもので、補正額を２９億６,８０３万２千円の増
とし、予算総額を４５３億４,３９９万５千円とするものです。

議案９５　平成２７年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

　歳入については、国庫支出金、繰入金、繰越金等の増減額を
計上し、歳出については、一般被保険者療養給付費、保険財政
共同安定化事業拠出金、国民健康保険準備積立基金積立金等の
増額を計上したもので、補正額を７億６,７５６万５千円の増とし、
予算総額を１３４億４,６１０万２千円とするものです。

議案９６　平成２７年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
補正予算（第１号）

　歳入については、繰入金及び繰越金の増減額を計上し、歳出
については下水道事務所管理費、公共下水道建設関係職員給与
費等の増額を計上し、補正額を２,３５３万６千円の増とし、予算総
額を２５億２,４１３万６千円とするものです。

議案９７　平成２７年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補
正予算（第１号）

　歳入については、繰入金、繰越金、諸収入の増額を計上し、
歳出については簡易水道管理事務費及び簡易水道施設管理費
の増減額を計上したもので、この補正額を１,０５５万１千円の増
とし、予算総額を２億７,５７５万１千円とするものです。

議案９８　平成２７年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計補正予算（第１号）

　歳入については、繰入金及び繰越金の増額を計上し、歳出に
ついては公設地方卸売市場施設維持管理費に計上したもので、
補正額を３４０万円の増とし、予算総額を２,２５０万円とするもので
す。

平

成　

年

度

補

正

予

算

２７

議案９９　平成２７年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会
計補正予算（第３号）

　歳入については、繰入金及び繰越金の増額を計上し、歳出に
ついては農業集落排水管理事務費及び農業集落排水処理施設
管理費の増額を計上したもので、この補正額を７１９万２千円の
増とし、予算総額を２億６,８９９万２千円とするものです。

議案１００　平成２７年度鹿沼市介護保険特別会計補正予
算（第２号）

　歳入については、国県支出金、支払基金交付金、繰越金等の
増減額を計上し、歳出については介護給付費準備基金積立金、
償還金等の増額を計上したもので、補正額を１億５,３０４万円の
増とし、予算総額を７４億８,０８０万円とするものです。

議案１０１　平成２７年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）

　歳入については繰越金の増額を計上し、歳出については予備
費に計上したもので、補正額を３２５万２千円の増とし、予算総
額を９億４,６５７万５千円とするものです。

議案１０２　平成２７年度鹿沼市財産区管理会特別会計補
正予算（第１号）

　歳入については繰入金及び繰越金の増減額を計上し、歳出に
ついては粕尾財産区事業負担金の増額を計上したもので、補正
額を１１万７千円の増とし、予算総額を６２７万７千円とするもの
です。

条

例

の

制

定

議案１０８　行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整
備等に関する条例の制定

　行政不服審査法の施行に伴い、処分等に対する不服の申し立
てが審査請求に統一されること等について所要の改正を行う
ためのものです。

議案１０９　鹿沼市行政不服審査会条例の制定
　行政不服審査法の施行に伴い、市長に対してされた審査請求
に係る事件について調査審議するため鹿沼市行政不服審査会
を設置するためのものです。
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議案１０７　鹿沼市印鑑条例の一部改正
　平成２８年２月からコンビニエンスストアにおいて、市民が個
人番号カードを利用することにより印鑑登録証明書の交付を
受けることができるようにするためのものです。

議案１１０　鹿沼市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律施行条
例の一部改正

　鹿沼市が行う社会保障に関する事務において、マイナンバー
を独自利用するためのものです。

議案１１１　鹿沼市税条例の一部改正
　地方税法の一部改正に伴い、徴収猶予における分割分納の方
法、サービス付き高齢者向け住宅に係る固定資産税の減額措置
等を定めるとともに、旧紙巻たばこ３給品に係るたばこ税の特
例税率の廃止等を行うためのものです。

議案１１２　鹿沼市有財産の交換、譲与、無償貸付等に関
する条例の一部改正

　鹿沼市が普通財産の無償譲渡等をすることができる公共団
体に国を追加するためのものです。

議案１１３　鹿沼市建築審査会条例の一部改正
　建築基準法の一部改正に伴い、建築審査会委員の任期を定め
るためのものです。

条

例

の

一

部

改

正

議案１０４　市道路線の認定
　磯町、亀和田町及び北赤塚町における県営北赤塚地区土地改
良（区画整理）事業に伴い、新たに築造された道路を市道とし
て認定するためのものです。

議案１０５　市道路線の廃止
　磯町、亀和田町及び北赤塚における県営北赤塚地区土地改良
（区画整理）事業に伴い、道路形態のなくなった市道を廃止す
るためのものです。

議案１０６　市道路線の変更
　磯町、亀和田町及び北赤塚町における県営北赤塚地区土地改
良（区画整理）事業に伴い、関連する市道の起点及び終点を変
更するためのものです。

市

道

路

線

議案１０３　鹿沼市指定金融機関の指定について
　本市指定金融機関株式会社足利銀行に対する指定期間が平
成２８年３月３１日をもって満了となるので、提案書提出方式によ
り選定した結果、引き続き同銀行を指定するためのものです。

そ
の
他

議員案９　決算特別委員会の設置
　平成２６年度鹿沼市一般会計及び特別会計の決算を審査する
ため特別委員会設置しました。

議員案１０　各常任委員会への特定調査事件付託
　各常任委員会（総務・環境経済・文教民生・建設水道）に対
し特定事件について議会閉会中の調査を付託しました。

議員案１１　議会改革調査特別委員会の設置
　（１４ページをご覧ください。）

議員案１２　農林業活性化特別委員会の設置
　（１４ページをご覧ください。）

議員案１３　鹿沼市議会総合計画検討特別委員会の設置
　（１４ページをご覧ください。）

議

員

提

出

議

案

議案１１４　人権擁護委員候補者の推薦
　（１４ページをご覧ください。）

議案１１５　鹿沼市教育委員会委員の任命
　（１４ページをご覧ください。）

人

事

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の
善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　A４版、署名または記名押印して提出してくださ
い。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してくださ
い。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成
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定例会で人事等が決まりました。

平成２７年第７回

１２月定例会の結果

人　事　　　　　　　（敬称略）
■本会議で人権擁護委員候補者として推薦するこ
とに同意しました。

　　人権擁護委員（議案第１１４号）
柏木　敬子（かしわぎけいこ・鹿沼市上大久保）

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常
勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年で、
再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用
の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の
普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権
を擁護していく活動をしている。

▶用語解説「人権擁護委員」

請願・陳情の結果
■定例会で審査した陳情の結果は次のとおりです。

陳情第１号　関東・東北豪雨における災害復旧に
ついて

趣旨採択

陳情第２号　平成の鹿沼城を築城願いたくお願い
について

不 採 択

■本会議で鹿沼市教育委員会委員に任命すること
に同意しました。

　　鹿沼市教育委員会委員（議案第１１５号）
中西　泉美（なかにし　いずみ・鹿沼市坂田山１丁目）

　教育においては政治的中立性と安定性の確保が強く要求され
るため、地方公共団体の長から独立した行政機関として教育委員
会が設置され、教育についての方針や施策は教育委員会の合議で
決定される。委員は人格が高潔で教育・学術及び文化に関し識見
を有する者のうちから議会の同意を得て市長が任命する。

▶用語解説「教育委員会委員」

特別委員会の設置
■定例会で３つの特別委員会を設置しました。
　それぞれの委員会が付託された調査事項につい
て、今後検討していきます。

◇議会改革調査特別委員会（定数１１名）
鈴木敏雄委 員 長
谷中恵子副委員長

石川さやか　鈴木毅　島田一衛　佐藤誠
舘野裕昭　湯澤英之　増渕靖弘　
鰕原一男　大島久幸

委 員

１．各種委員会への議員としての参加につい
て

２．行政推進調査特別委員会について
３．発言通告の提出期限について
４．予算要望のあり方について
５．先例申合せ事項の見直しについて
６．その他議会改革に関する事項について

付託調査
事 項

◇農林業活性化特別委員会（定数１１名）
橋本正男委 員 長
大貫武男副委員長

阿部秀実　加藤美智子　市田登　荒井正行
大貫毅　小島実　関口正一　赤坂日出男
船生哲夫

委 員

１．農林業の活性化について
２．花木センターの振興・活性化について
　　（直売所・販売所・飲食施設の整備）
３．林産材の活用について

付託調査
事 項

◇鹿沼市議会総合計画検討特別委員会（定数２２名）
増渕靖弘委 員 長
谷中恵子副委員長
石川さやか　鈴木毅　島田一衛　阿部秀実　
加藤美智子　市田登　佐藤誠　舘野裕昭　
荒井正行　大貫毅　鈴木敏雄　小島実　
湯澤英之　関口正一　鰕原一男　大島久幸　
赤坂日出男　橋本正男　大貫武男　船生哲夫

委 員

１．総合計画に関する調査及び提言について付託調査
事 項



（１５） ２０１６　１９０号

　

常任委員会の行政視察

　泉佐野市は、関西国際空港の開港に合わせて実施した過剰
な公共事業の負担が市の財政を圧迫し、平成２０年度に財政破
綻の懸念がある財政健全化団体に転落しました。財政健全化
プランを策定し、職員給与の削減、投資的経費を抑制する一
方で空港連絡橋利用税の導入、公共施設を活用したネーミン
グライツによる歳入増を図り、予定より１年前倒しでプラン
を達成しました。泉佐野市の事例を伺い、市民にとって真に
必要な施策を後退させたり、負担増を招くような事態は許さ
れず、議会としてのチェック機能の重要性を再認識しました。

総務常任委員会
○１１月９日　奈良県　吉野郡　下市町　「下市町営

ＣＡＴＶ「しもいちテレビ」について」
○１１月１０日　大阪府　泉佐野市　「財政健全化の取

り組みについて」
　近江八幡市では「八幡堀」や、水郷の景観を守る活動を視
察しました。今では近江八幡市の貴重な観光資源となってい
る「八幡堀」もかつては高度成長を背景に埋め立ての危機に
直面したことがありました。しかし地域の誇りの象徴として
の堀を守ろうという気運が高まり往時の美しい姿を取り戻し
ました。最近では周辺にカフェや店舗ができ観光誘致に向け
た環境が整いつつあります。市民の意識改革がその後の観光
振興に結び付いた例として参考になりました。

環境経済常任委員会
○１１月９日　滋賀県　近江八幡市「各種祭りの観光

振興について」
○１１月１０日　京都府　木津川市「 京  力 農場プランづ

きょう りょく

くりについて」

　嬉野市は、来訪する方にとって重要な入り口景観や、ゆと
りある緑豊かな市街地景観を形成するため、市内を４つの
ゾーンに地区区分しています。それぞれの地区に応じた一定
のルールを定め、嬉野らしい景観づくりを進めるために市民、
事業者、市がそれぞれの責任と役割を果たし、協働で取り組
んでいます。地域の魅力や個性の感じられる景観を将来へ引
き継いでいくためには、市民自らが良好な景観を形成する主
体であることを認識し、継続性のある施策が重要です。景観
づくりの方針を明確にし、将来に向けての方向性を中期的、
長期的な捉え方で協働で進めていくという考え方について大
いに参考となる視察でした。

建設水道常任委員会
○１１月９日　佐賀県　 嬉  野 市「景観条例について」

うれし の

○１１月１０日　佐賀県　唐津市「公共施設再編につい
て」

　

文教民生常任委員会
○１１月９日　大阪府　守口市「施設一体型小中一貫

校の設置について」
○１１月１０日　大阪府　池田市「小中一貫教育の推進

について」
○１１月１１日　大阪府　大阪市「部活動の民営化につ

いて」
　守口市内の児童生徒数が昭和５３年のピークより減少を続け
ている状況下で、学校の小規模化が問題視され過去幾度かの
小中学校の統廃合が行われてきました。平成２８年には２つの
小学校と１つの中学校が集約された、いわゆる施設一体型の
小中一貫校「さつき学園」が開校予定で、同校の教育方針の
筆頭には学力向上が掲げられています。鹿沼市においても小
規模校や複式学級の問題、施設整備への予算不足、学力の問
題が解決されていない状況下で、守口市の辿ってきた経緯や
取組み、今後の経過は大いに注目すべきと感じました。



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.6円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

関東・東北豪雨の被災現場を視察しました。
　平成２７年９月の関東・東北豪雨の被災
現場を建設水道常任委員が視察しました。
都市建設部担当者より説明を受け、土砂
崩れで崩壊した道路や、浸水した家屋の
現状を目の当たりにして自然の猛威の恐
ろしさを再認識しました。議会としても
一刻も早い災害復旧、被災者の生活再建
支援に取り組んでいきます。

新任議員研修会を開催しました。
　初当選した６名の議員が参加し、新任
議員研修会を開催しました。１１月１６日の
研修は横尾議長の激励のあいさつに始ま
り、地方議会の職務、権限、市の組織、
予算等についての研修、１８日は粟野小学
校、南押原コミュニティセンター、消防
庁舎等を訪れ、施設担当者から説明を受
けました。新任議員研修会は引き続き２
月にも開催されます。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　
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14 15 16 17 18 19 20

2月
月 火 水 木 金 土 日

3月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

13：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

予備日10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
「かぬま おひな様めぐり」の期間中は
「屋台の町中央公園」を中心に市内各所
におひなさまが飾られます。いずれもご
家庭や、商家で大切にされてきたもので
す。江戸や明治期のおひなさまをはじめ、
つるし雛やハンドメイドの可愛らしいお
ひな様が皆さまをお待ちしています。
※写真は平成２７年のものです。

本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイトＹＯＵＴＵＢＥで本会
議の映像を録画配信しています。鹿沼市
ホームページの「市議会」バナーより入
り、ご覧になりたい内容をクリックして
ください。


